



























と (作文 ･綴 り方)｣教育の復興 ･興隆が順調に,
また盛んに行われた一つの姿を示すものといえる｡







































































































































































































































































































































































































































































































る｡それぞれで,ィ,通信 ･通達 ロ,通達 ･














































































































































































































































5.倉沢栄吉氏の ｢書くこと (作文)｣教育の意義 ･
目的論
- ｢書くこと (綴り方 ･生活綴り方)｣批判を視
点として-
すでに述べたとおり.わが国の戦後の国語教育,
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